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平成２４年第１回幸田町議会定例会会議録（第５号） 

────────────────────────────────────────────────── 

 議事日程 

  平成２４年３月９日（金曜日）午前９時００分開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 第１号議案 愛知県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

     第２号議案 幸田町証紙条例の廃止について 

     第３号議案 幸田町税条例の一部改正について 

     第４号議案 幸田町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について 

     第５号議案 幸田町手数料徴収条例の一部改正について 

     第６号議案 愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

     第７号議案 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 

     第８号議案 幸田町障害者地域活動支援センターの設置及び管理に関する条例の

一部改正について 

     第９号議案 幸田町介護保険条例の一部改正について 

     第10号議案 幸田町営住宅条例の一部改正について 

     第11号議案 幸田町地区計画の区域内における建築物制限条例の一部改正につい

て 

     第12号議案 町道路線の認定及び廃止について 

     第20号議案 平成２４年度幸田町一般会計予算 

     第21号議案 平成２４年度幸田町土地取得特別会計予算 

     第22号議案 平成２４年度幸田町国民健康保険特別会計予算 

     第23号議案 平成２４年度幸田町後期高齢者医療特別会計予算 

     第24号議案 平成２４年度幸田町介護保険特別会計予算 

     第25号議案 平成２４年度幸田町幸田駅前土地区画整理事業特別会計予算 

     第26号議案 平成２４年度幸田町農業集落排水事業特別会計予算 

     第27号議案 平成２４年度幸田町下水道事業特別会計予算 

     第28号議案 平成２４年度幸田町水道事業会計予算 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した案件 

  議事日程のとおり 

────────────────────────────── 

    出席議員（１５名） 

  １番 中 根 秋 男 君  ３番 志 賀 恒 男 君  ４番 鈴 木 雅 史 君 

  ５番 中 根 久 治 君  ６番 都 築 一 三 君  ７番 浅 井 武 光 君 

  ８番 酒 向 弘 康 君  ９番 水野千代子 君  10番 夏 目 一 成 君 

  11番 笹 野 康 男 君  12番 内 田  等 君  13番 丸山千代子 君 

  14番 伊 藤 宗 次 君  15番 大 獄  弘 君  16番 池 田 久 男 君 

    欠席議員（１名） 
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  ２番 杉浦あきら 君 

────────────────────────────── 

 地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 大須賀一誠 君 副 町 長 成 瀬  敦 君 

総 務 部 長 伊 澤 伸 一 君 健 康 福 祉 部 長 杉 浦  護 君 

参 事 中 山  豊 君 環 境 経 済 部 長 烏 居 元 治 君 

建 設 部 長 鈴 木 富 雄 君 会 計 管 理 者 鈴 木 政 巳 君 

総 務 部 次 長 兼
総 務 課 長

大 竹 広 行 君
監査委員事務部局
事 務 局 長

長谷寿美夫 君 

教 育 長 内 田  浩 君 教 育 部 長 伊 藤 光 幸 君 

教 育 部 次 長 兼
学 校 教 育 課 長

春日井輝彦 君 消 防 長 近 藤  弘 君 

消 防 次 長 兼
予 防 防 災 課 長

黒 野 英 男 君   

────────────────────────────── 

  職務のため議場に出席した議会事務局職氏名 

   事 務 局 長 鈴 木 久 夫 君    

──────────────────────────────  

 

○議長（池田久男君） 皆さん、おはようございます。 

   早朝よりの御審議、大変御苦労さまです。 

   御報告いたします。 

   ２番、杉浦あきら君から、入院治療中のため本日欠席の届け出がありましたので、御

報告いたします。 

   ただいまの出席議員は１５名であります。定足数に達しておりますから、これより本

日の会議を開きます。 

                             開議 午前 ９時００分 

○議長（池田久男君） 本日、説明のため出席を求めた理事者は、前回同様１５名でありま

す。 

   議事日程は、お手元に配付のとおりでありますから、御了承願います。 

────────────────────────────── 

  日程第１ 

○議長（池田久男君） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。 

   会議規則第１２０条の規定により、本日の会議録署名議員を、３番 志賀恒男君、４

番 鈴木雅史君の御両名を指名いたします。 

──────────────○─────────────── 

  日程第２ 

○議長（池田久男君） 日程第２、第１号議案から第１２号議案までの１２件と第２０号議

案から第２８号議案までの９件、合わせて２１件を一括議題といたします。 

   説明は終わっておりますので、これより質疑を行います。 

   質疑の方法は、議案番号順に従い、通告順といたします。 



- 3 - 

   発言は、会議規則第５５条及び第５６条の規定により、１議題につき１５分以内とし、

質疑の回数制限は行いません。 

   理事者の答弁時間の制限はありませんが、議員の発言時間制限にかんがみ、簡明なる

御答弁をお願いいたします。 

   ３月７日の本会議で第２１号議案までの質疑は終わっております。よって、本日は第

２２号議案に係る質疑から行います。 

   まず、１５番、大嶽 弘君の質疑を許します。 

   １５番、大嶽 弘君。 

○15番（大嶽 弘君） 国民健康保険制度の育児補助金の関係でありますが、今回、厚生労

働省の補助制度が廃止になったということで、国庫支出金の補助が、３月分だけとして

５万円計上という話がございました。一方、歳出のほうにおきましては、６０件の予定

で、２,５２０万円の計上という話がありました。 

   そうしますと、国の制度を廃止して本町単独で継続していく、もちろん条例があるか

ら、やれると言えばやれるんでしょうが、そういう格好をとっていく経過というか、そ

れについての近隣市町とか、そういう状況についての説明を求めます。 

○議長（池田久男君） 答弁を求めます。 

   健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 出産育児一時金の関係でございますけれども、この補助制

度の関係の経緯でございますけれども、当初、平成２１年１０月から２３年３月までの

暫定措置として、国が出産１件につきまして４万円上乗せをいたしまして４２万円とし

ました。このうちの４万円の上乗せ分につきましては、２分の１を国が補助するといっ

たような形でございまして、その後、国の補助制度廃止というような、期限切れという

ことになるわけでございますけれども、１年間延長いたしまして激変緩和措置として２

４年３月まで継続するということでございまして、４万円のうちの１万円を国のほうの

補助対象ということでございます。 

   今回、その制度も補助制度がなくなるということでございますので、私どもとしては、

今、議員もおっしゃいましたけれども、条例で定めていただいておる事項でもございま

す。また、他の近隣の市町村も同様に今後とも継続していくというような情報も得てお

るところでございまして、これまでどおり引き続き行ってまいりたいというふうに考え

ておるものでございます。 

○議長（池田久男君） １５番、大嶽 弘君の質疑は終わりました。 

   次に、１４番、伊藤宗次君の質疑を許します。 

   １４番、伊藤宗次君。 

○14番（伊藤宗次君） この予算の説明では、収納率を３％アップ、滞納１％アップと、こ

ういう説明があって、どういう手法でおやりになるのかなという疑問を持つと同時に、

この対前年予算でいきますと、１,０００万円の国保税増という形の中にそれが織り込

まれておられるのかどうなのか、どういう手法でやるのか。布団をはぎとってでも収納

率をアップするのか、滞納は、なべ・茶わんを持ってなさるのか、こういう施策を進め

られるのかどうなのかという、収納率のアップと滞納の関係のアップ率について説明が
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いただきたい。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） さきの議案説明におきましての私の説明が誤解を招いたか

もしれませんが、もしそういうことであれば、おわびを申し上げたいと思いますけれど

も、私の説明の趣旨としましては、今、議員おっしゃられました、収納率が３％、滞納

率が１％アップということではなくて、所得の伸びを３％、そして収納率を１％アップ

ということで見込みをさせていただいたということでございます。そういった中でのも

のでございますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（池田久男君） １４番、伊藤君。 

○14番（伊藤宗次君） 布団をはぎとるようなあこぎなことはせえへんよと。 

   言ってみれば、私がそういう理解をするというのは、前々からも申し上げているけれ

ども、議案の説明というのは、朗読をもってよしとするという形で、朗読会であって説

明会ではないと、こういうあなた方の対応の問題と、もう一つは、万たび申し上げます

けれども、聞き手の粗相は言い手の粗相なんだ。聞き手がちゃんと理解できるような、

言い手が神経を使って議会にもうちょっときちっとした緊張感を持って臨んでいただき

たいということを申し上げておきますけれども、そういう点で、所得が３％の伸びがあ

ると。それから、滞納の関係も含めた収納率の１％アップを目指したいと、こういう趣

旨ですね。それはそれで結構です。 

   そうしたときに、町長は、町長選挙後、あなたは町長選挙をどうしてだというふうに

私は理解しておるわけですが、まさに幸田町がピンチの状況にあると。ピンチをチャン

スに変えるんだと、こう言って、非常に耳当たりがいい、言葉ざわりがよかったと。そ

うしたときに、じゃあそのピンチと言われるのは、何から生じているのか。それは、住

民の暮らしが大変な状況だと。住民の暮らしが大変な状況のピンチの状況にあるから、

町の財政も思うに任せないと。だから、町の財政もピンチなんだよと。こういうふうに

私は一般的な理解でしとるわけですけれども、あなたの言われるピンチをチャンスに変

えると。この２年近く、どういう手法でピンチをチャンスに変えられてきたのかという

のがいまいち見えんわけです。 

   そういうことは、基本的に国保にかかわらずですが、これは議題が今国保になってい

るわけですから、国保でさまざまな手法を通じてピンチに陥っている国保加入者や住民

に軽減制度を生かして、そのピンチから救っていく、こういう施策でなきゃならんと思

うんですよね。 

   という点からいって、この今ある減免制度を拡充すると同時に、減免制度そのものを

知らない方もたくさんお見えになるわけですよ。そうしたときに、税務と相協議をしな

がら、タイアップをしながら、そういう本来申請されてしかるべきだと、申請されれば

軽減措置が受けられるんだよという人をきちっとフォローアップして、この制度が生か

されるように、そういうのもピンチからチャンスに変える手法の一つだというふうに思

うわけですが、そういうボーダーラインに見える人たちにどういう手だてをとっておら

れるのか。まさにチャンスに変えるという言葉が適切かどうかは知りませんけれども、

ピンチの状況から行政が手を差し伸べていくと、支援をする、支えていく、そういう施
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策の一つに減免制度というのがあるわけなんで、それはどういうふうに具体的に対応さ

れているのか、答弁がいただきたい。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 減免の関係での対応についての御質問でございますけれど

も、本町におきましては、周知の関係につきましては、ホームページ、また広報など、

いろんな形の手法をとりまして、制度の周知というものをさせていただいておるところ

でございます。 

   また、低所得者の減免の格付につきましては、町民税非課税世帯などに対しまして、

個別に申請勧奨も行わせていただいているところでもございます。 

   そのほか、法定減免ですとか、いろんなほかのところにもないような障害者医療、ま

た母子医療関係の受給者に対する世帯に対しましても、そういった制度も設けておると

ころでもございます。 

   ２１年度は、町民税非課税の低所得者世帯に対しましても条例減免を拡大してきてお

るというようなことでございますが、いずれにいたしましても、議員おっしゃられるよ

うに、やはり所得が減少される、そういったようなことで、納付が滞るといったような

方もお見えになるわけでございますので、そういった方々にそういった制度の趣旨とい

うものもよく理解をいただけますように、またそうした、例えば滞納が多少滞ると、期

間が続くというようなことがあれば、そういった個別に勧奨をさせていただく中で御相

談にも応じさせていただいて、そういった早目に状況把握をさせていただくことが、今

後の滞納が膨らむというようなことになって、余計収納率が下がるというようなことに

もつながってまいりますので、そういった対応に心がけさせていただいておるというと

ころでございます。 

○議長（池田久男君） １４番、伊藤君。 

○14番（伊藤宗次君） 今、答弁いただきましたが、言ってみれば法定減免、この法定減免

は、税務のほうで所得水準、収入の状況をやれば、それに該当する人たちは法定減免の

２割・５割・７割と、こういうのは自動的とは申しません。これはできる。 

   要は、先ほど申し上げたように、ボーダーラインの人たちにどれだけの減免を生かし

た施策を展開されるのかというのは、結局、税務に限らず、行政そのものがそうですが、

取るほうは申告せんでも取っていっちゃう。だけれども、制度を受けようと思ったとき

には、申請主義ですよと。申請なき者に権利なしと、こういう考えなんですよね。 

   じゃあ、そういう人たちが申請をするかどうかという点で、わしはできるのかなとい

うふうに思ってくれるのは一番いいことです。それで、相談に来ると。しかし、行って

もあかんだろうなということで、門前まで足を踏み出さないという人たちもたくさん見

える。 

   そういう中で、過日の本会議でも、国保税の滞納と介護保険の滞納は大体同じですな

というようなことは、どこかの議員が言ってたけれども、ばかなこと言っとっちゃいか

んわけなんで、そういった点から含めていくならば、まさに町長が選挙のときに言われ

たピンチをチャンスに変える、それは幸田町の財政をピンチからチャンスに変えるとい

う手法じゃないんですよ。あなたの言われたのは、住民の置かれている状況がピンチに
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陥っていく、そういうときに行政がどう支援をし、支えていくか、そのことを通してチ

ャンスに切りかえていくというのが一般的な見方なんだ。私はそう思う。しかし、おや

りになっていることは、ピンチだから、公共料金は値上げをする、国保税は大増税をす

る、そのことによって町の財政はチャンスが訪れると。これは、事実経過がそうでしょ

う。 

   私はそのことについてどうのこうのは申しませんが、しかしあなたの言われている内

容をきちっと受けとめていくならば、法定減免はちゃんとやりますと、条例減免も一定

拡大をされましたと。ただし、先ほどもちょろっと触れました。現年だな。現年の減収

分についてはまだ手が届いとらんですよね。 

   現年はどうなるかというのは、派遣切りとか雇いどめがあって、ぽんと首を切られれ

ば、もうそれからの収入は皆無に等しいと。皆無に等しいけれども、前年、一定程度稼

いだことによって、前年の所得がある。前年の所得があるから、課税していくんだと。

これでは、私は行き届いた施策だなというふうには思いません。 

   現年の減免の関係は、一面、危険と言い方は適切じゃないけれども、リスクが伴うこ

とは事実です。それは後で調整できるわけです。現実に、例えば年度中途で派遣切りや

雇いどめになって収入がなくなった。就職活動を一生懸命やって、３カ月後に収入を得

るようになったと。トータルでいったら、前年よりも減ってきたときにどうするのかと

いう、一つ一つの問題をやっぱり個別に対応していかないと、こういうものはトータル

の問題としてやっとりますわと言ったって、私はかゆいところに手が届くような減免制

度ということにはならんだろうなというふうに思いますが、そうした、今、あなたの言

われた条例減免はまた拡大をしましたよと。そういう中でも私は申し上げてきたけれど

も、現年分の減収に対してどう対応されるのか。難しいことを言えば、幾らでも難しく

なるわけだ。しかし、そういう難しいのを、いろんな条件はクリアしなければいかんけ

れども、実施をするというようなところで、もうほかの市町で数は少ないですよ。数は

少ないけれども、ほかの市町では、現年の減収分についても減免対象し、その状況が改

善されれば、また改められれば、状況も含めて改善をしていくと、復元をしていくとい

うような施策もとられているわけです。そこら辺はどうされるのかという点をお尋ねし

たい。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 一定の部分につきましては、御理解をいただけたというふ

うに思いますけれども、現年度におきまして、退職をされた、そういったようなことに

よっての急な所得の減少ということに対しての対応というものはどうするかということ

でございますけれども、私どもとしては、制度として課税をしなければならない。これ

は、それを放置するわけにはいきませんので、課税はさせていただかなければなりませ

ん。それに対して減免制度があるかどうか、そういったものについての御相談には当然

応じていかなければいけないことだと思います。 

   私どもの幸田町におきましては、国保税条例におきまして、第２３条第１項第１号に

おきまして、世帯主または国民健康保険に加入されている方が前年の所得が３００万円

以下といったような、そういった制度も設けておるところでございます。こういった制
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度を活用いただける方につきましては、そういった制度を利用できるような、また周知

もしていかなければならないというふうに思いますので、今後ともそういった周知につ

いては、意をとめて理解いただけるように御案内していきたいというふうに思っており

ます。 

○議長（池田久男君） １４番、伊藤君。 

○14番（伊藤宗次君） 退職と言われると、定年退職というイメージがぱっとわいてしよう

がないんだけれども、定年退職だと言っても、退職金の多い少ないはあるにしても、派

遣切りや雇いどめを退職者という扱いすると、私はもともとのイメージからいくと、非

常に悪いなと。現状の認識の問題から言ったら、同じ退職ではありますよ。派遣切りも

退職、雇いどめも退職、しかしその人たちから言えば、おれは退職なんかしたくはなか

ったと。したくはないけれども、雇いどめされ、派遣切りされれば、退職じゃないかと

いう言葉から、言葉のイメージというのは、言葉じりをとらえて言うわけじゃないわけ

ですが、そういった点でいくと、ちょっと退職と言うと、恵まれた退職しとって、ぜい

たく言っとるなと、前年よりも減るのは当たり前じゃないかと、こういう感覚でやられ

たらたまったもんじゃないわけなんで、という点からもう一つは、前年の所得が３００

万円以下で、１５０万円を割らなきゃあかんですよ、２分の１まで減収。３００万円を

割っても、１６０万円だったら、その対象にならへんわけだ。そういう点から言ったら、

１６０万円と言ったら、月々幾らになりますか。１２万円そこそこですよ。それで、減

免の対象にはしませんよと言ったら、国保税なんて、低所得者に占める割合というのは

大変ですわ。 

   そういうことも含めていくならば、もう少し状況を見て、今の現年の減収については、

対前年の所得の何割かと。１５０万円、半分以下に減らなきゃどうしようもならんよと

いったときには、それが嫌だったら生活保護受けてくださいよと、こういうことになる

わけなんで、そういうところに誘導をしないためにも、生活が受けられるかと言ったら、

四の五の四の五の言って、幸田町に権限がないもんだ、県のケースワーカーが来て、言

いたいことを言って、人権なんかくちゃんくちゃんにされるわけだ。あなたにも、私も

いろいろ対応してきましたけれども、そういうことから含めていくならば、どこで防波

堤をつくるのか、幸田町がですよ。幸田町がそういう人たちの暮らしを守るためにどこ

へ防波堤をつくって、その防波堤はどれだけ頑丈で、高いか低いかということも考えて

いただきたいということを申し上げておきます。 

   それから、もう一つは、国保税が特別徴収、特徴の対象になっている税目はございま

すか。 

○議長（池田久男君） 答弁願います。 

   健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 減免の関係につきましては、先ほど申し上げましたように、

やはりそれぞれ御家庭とか、また働いておられる直接の個人の方々のいろんな状況とい

うものがあろうかと思います。そういったものを十分把握をして、納付につなげていた

だける、やむを得ない場合については減免を申請していただく、その辺については配慮

していくというような考え方で今後とも当たっていきたいというふうに思っております。 
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   それから、年金からの天引き、そういったものが特別徴収と言われれば、そういった

ものに該当するのかなというふうに思います。 

○議長（池田久男君） １４番、伊藤君。 

○14番（伊藤宗次君） 今、国保会計でお話をさせていただいております。国保税を年金か

ら天引きする制度はございますかということなんです。 

   何か、あなたの言い方は、それはあるような言い方をされるわけだ。特別徴収、つま

り天引きされる、いや応なく勝手にぱっぱぱっぱ天引きしちゃうと、だから収納率はだ

ーんと上がるわけだ。だけれども、国保税にそういう天引き制度、特別徴収という制度

がありますかどうかということをお尋ねしとるわけだ。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） ちょっと急に今御質問いただきまして、私はあるというふ

うに理解しておりますけれども、ちょっと一度また確認をしてみたいと思います。申し

わけありません。 

○議長（池田久男君） １４番、伊藤君。 

○14番（伊藤宗次君） 自民党・公明党の悪政、民主党の悪政をあなたが引き継いで、幸田

町が全国に先駆けて年金から国保税を天引きせよと、特別徴収せよということを号令を

かけられるのかなと思って、法律があろうとなかろうと、そんなこと、おれが天下だと、

こういうことじゃ困るんでね、今、政府や自民党や公明党や民主党がねらっているのは、

国保税の滞納が全国的に大変深刻な状況だという点から言って、介護保険と同じように、

取りっぱぐれがないように年金から天引きしちゃえと、こういうのがテーブルにはのっ

ておっても、なかなか議論の対象にはならんわけなんですよ。 

   ということは、国保税には特別徴収はなくて、みんな普通徴収。普通徴収の上で、口

座引き落としなのか、それとも窓口で現金払いなのかという、いわゆる普通徴収が一本

化ですよ。そういう中だからこそ、住民の暮らしの反映が収納率に反映しとるわけです

よ。一方、介護保険は、一定の年金金額があれば、いや応なく年金から天引きしちゃう

から、収納率は極めて高い。 

   だから、国保税と介護保険の収納率は同じですねなんていう感覚で物を言われたら、

国保税に入っとる人たちは首くくらないかんわけだ。という点から含めていくならば、

私はそうしたことも含めて、後に予定をされております予算特別委員会でしっかりやっ

ていきますが、一応答弁だけは、メモ用紙が届いたようですので、答弁がいただきたい。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 国保につきましては、６５歳以上の世帯の方につきまして

は、年金天引き制度がございます。ただ、若者がお見えになります世帯につきましては、

天引きはしないというふうな制度になっておるようでございます。申しわけありません

でした。 

○議長（池田久男君） １４番、伊藤宗次君の質疑は終わりました。 

   次に、１３番、丸山千代子君の質疑を許します。 

   １３番、丸山千代子君。 

○13番（丸山千代子君） 今予算における国保の世帯数と加入者数についてお尋ねをしたい
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というふうに思います。 

   また、この国保税の今回の予算でございますけれども、前年度に比較をいたしますと、

国保税が２,８９０万円の増というふうに組まれているわけでございますが、前年度は

大幅な国保税の引き上げというのがありました。限度額も、国に倣って７７万円という

ふうになってきたわけでありますけれども、今回はこの国保税はどうなのかということ

でありますけれども、その点について、据え置きで、先ほどの伊藤議員の質問にもあっ

たように、所得の伸びということで組んであるためにこのようになったのかということ

であります。 

   次に、限度額を超える対象者数についても、お答えがいただきたいと思います。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 国民健康保険の予算の関係につきましての世帯数、また被

保険者数でございますけれども、国保世帯につきましては４,７００世帯、また被保険

者数につきましては９,０００人の方を見込んで計上させていただいておるということ

でございます。 

   それから、限度額の関係でございますけれども、これにつきましては、国のほうでは

いろいろと考えておられるというようなところもありますけれども、現時点では、その

辺についての改正ということは予定をいたしておりません。 

   それから、限度額を超える世帯でございますけれども、約１３０世帯を見込んでおり

ます。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山君。 

○13番（丸山千代子君） この予算を組むときに、必ずやはりこの世帯数と対象者、加入者

というのは見込んで算定をするわけでありますので、その点について言えば、説明のと

きにきちっと説明をしていただきたいというふうに思います。 

   この世帯数と加入者数は、前年度に比較をしてどれぐらいのアップを見込まれたのか

ということであります。退職者について言えば、上がってきているわけでありますので、

そうした点から、現在、団塊の世代が退職をしてくる中で、国保に加入する人がふえて

いるというふうに思われるわけでありますけれども、そうした点でどうなのかというこ

とであります。 

   それから、今回、県のほうが福祉医療の関係を一定見直すというようなことで言って

いるわけでありますけれども、先ほども質疑の中で福祉医療のことが若干言われました

けれども、県が補助制度をなくしてしまえば、当然、これは幸田町の国保にも影響があ

るわけでありますので、そうした点でどう対応していくのか、きちっと県に対しても言

っていくべきではなかろうか、また県が廃止をしたとしても、やっぱりこれは引き続き

町独自の制度として対応していくべきであるというふうに思うわけでありますが、そう

した点での対応というものについてお聞きしたいと思います。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） ちょっと手持ちとしてあれですけれども、平成２３年当初

の数値との比較でございますけれども、国保世帯につきましては、４,６５０世帯を４,

７００世帯ということでございまして、５０世帯を増ということでございます。 
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   また、被保険者数につきましても、同じく５０人、８,９５０人の昨年度の見込みと

いうことでございましたけれども、５０人ほどふやさせていただいて、９,０００人と

いうことでございます。 

   それから、福祉医療制度の見直しに伴っての関係について、県などへの要望等もして

いくべきではないかという御指摘でございます。 

   これは、一昨日の質問の中にもございましたけれども、まだまだ状況というものが、

一部負担金を導入するというようなお話もあるようでございますけれども、具体的なも

のがまだ見えてこないということもございます。大変町にとっても影響の大きいことで

あることは認識をいたしておりますが、２４年度には、そういった担当者を交えてのそ

ういった説明会も予定されておるようなことも聞くところでございます。そうした機会

などによって制度の内容を確認した上で、判断をしてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山君。 

○13番（丸山千代子君） 前年度予算について言えば、所得が減って、そしてその分、加入

者に負担がかかるとして、一般会計からせめて県平均並みの繰り入れをしたいというこ

とで、繰り入れをされました。 

   今予算で言えば、今回の一般会計からのその他繰り入れにつきましては、１億１,５

００万円になっているわけでありますけれども、この対応が県全体の対応として言えば、

幸田町のその繰り入れとしてはどれぐらいになるのか。県平均なのか、それともまた今

度は下がってくるのかということでございますが、そうした点ではいかがでしょうか。

このその他繰り入れの内容をそれぞれに説明がいただきたい。 

○議長（池田久男君） 答弁を求めます。 

   健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 今回の繰り入れの関係でございますけれども、これが県下

におきましてどの程度になるかという御質問でございますけれども、ただまだ現在、各

市町村とも予算の審議を、今、私ども幸田町と同様、御審議をされておるような状況で

ございまして、全体の部分について把握をいたしておるところではございませんので、

この辺につきましては御容赦をいただきたいと思います。 

   それから、申しわけございません、ちょっと繰入金の関係の数字が出てきませんので、

申しわけありませんが、ちょっとお許しをいただきたいと思います。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山君。 

○13番（丸山千代子君） 前年度に比較をして今予算では、５０世帯がふえて、そして加入

者は５０人ふえたということでありましたけれども、この５０世帯というのは、単身世

帯だけがふえたのかということでございますけれども、その点はどうなのかという、切

り離してふえたのかどうかわかりませんが、世帯数と加入者数が同人数になっていると

いう点の説明がいただきたい。 

   それから、この一般会計からの繰り入れによって、１人当たりの繰入額は幾らになる

かと。それぐらいは計算していらっしゃいますよね、前年度もやりましたので。お答え

がいただきたいと思います。 
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○議長（池田久男君） 答弁を求めます。 

   健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 繰入金の関係につきましては、１億１,５００万円という

形でのその他一般会計繰入金を予算計上させていただいておりますが、このうちの財政

福祉医療波及分としての部分につきまして５,０００万円、それから住所地特例の関係

などにつきましての部分が５００万円、その他財政援助分といたしまして６,０００万

円を見込んでおるところでございます。 

   法定外繰り入れの関係につきましての１人当たりの金額といたしましては、１万２,

７７７円ほどを見込んでおるところでございます。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） その辺のいろいろな考え方はあろうかと思いますが、これ

までの人口の全体的な伸びの中で、細かく正確な数字を見込むということは当然できな

いわけでございまして、その辺について、これまでの人口の伸びなどを考え合わせまし

て、こういった数字を見込ませていただいたということで御理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山千代子君の質疑は終わりました。 

   以上で、第２２号議案の質疑を打ち切ります。 

   次に、第２３号議案の質疑を行います。 

   １３番、丸山千代子君の質疑を許します。 

   １３番、丸山千代子君。 

○13番（丸山千代子君） 後期高齢者医療制度は、２年に１回の見直しであります。来年度

につきましては、その見直しの年でございますけれども、ことし２月９日に連合の議会

がございました。その中で、保険料の引き上げについての議会であろうと思いますが、

この保険料の引き上げと引き上げ率についてお尋ねしたいというふうに思います。また、

限度額について、幾らになるのか、お尋ねします。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 後期高齢者医療制度の関係の保険料の関係でございますけ

れども、２４年度・２５年度の、この２年度の計画期間につきましての保険料率の関係

でございますが、所得割につきましては、７.８５％、８.５５％、０.７％の増でござ

います。 

   それから、被保険者均等割の関係でございますが、４万１,８４４円を４万３,５１０

円、１,６６６円の引き上げということでございます。 

   また、限度額につきましては、５０万円を５５万円ということで、５万円の引き上げ

ということでございます。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山君。 

○13番（丸山千代子君） 今聞いておりますと、非常に高齢者に高負担という大増税ではな

かろうかというような感じがございます。 

   そこで、全国的にも非常に後期高齢者への引き上げが大幅だということで大問題にな

っているわけでありますけれども、幸田町で言えば、この加入者に対して、平均が幾ら
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になるのかということでございますけれども、そうした試算はなされているかというこ

とでございます。 

   また、この後期高齢者医療制度について言えば、非常に大きな問題があって、７５歳

以上の高齢者を別枠の医療保険制度にして、そしていわゆるうば捨て山と言われる制度

だということで、非常に大きな批判があったところでございます。 

   そういう中で、民主党政権は、この廃止を言い始めましたけれども、残念ながら今も

ってまだまだこうした廃止に至るどころか、その根幹を引きずりながら新たな医療制度

ということが考えられているわけでありまして、そうした中におきましても、この現行

の医療制度は２年置きには見直しがなされて、大幅引き上げというような今の実態でご

ざいます。１人当たりどれぐらいの負担になるのか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） まだ町としての詳細な部分についてのものははじき出して

おりませんけれども、広域連合のほうから示された内容でいきますと、１人当たりの平

均は、これまでが７万５,７７５円であったものが８万２１０円といったような１人当

たりの金額というふうなことで聞いております。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山君。 

○13番（丸山千代子君） 限度額も５０万円から５５万円に一気に引き上げということで、

これは加入者数がふえれば保険料が上がる、また医療費が、そしてまた保険料にはね返

ってくる。こういう中で、悪循環ということでありまして、またこれが滞納があれば、

今度は国保にもない過酷な仕返しがあるというような制度になっているわけであります。 

   そこでお聞きしたいわけでありますけれども、前々から問題にしております、この滞

納の問題でございます。一気にこのように引き上げがなされると、ますます払えない高

齢者がふえてくるかというふうに思いますが、今、現行では何人の滞納があって、そし

てその滞納者に対する周知というのがどのようになされているのかと、お尋ねしたいと

いうふうに思います。 

   この制度は、自治体の手を離れて広域連合で対応しているわけでありますけれども、

しかしながら生活をするこの自治体においてきちっと相談がなされながら対応していく

ということからすれば、町として会計を設けるだけではいけませんので、やはり住民が

安心して医療がかかれるようにすべきだというふうに思います。そうした点で、どのよ

うになっているのか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 金額的には非常に高額な引き上げというようなことである

わけでございますが、今回の改正の中で限度額の改正につきまして申し上げますと、中

間所得者の保険料の負担額を緩和することによりまして、国の政令改正に合わせまして

賦課限度額の改定も行っておるということでございまして、限度額を現行のままの５０

万円とした場合、所得割合が８.７６％というようなことになる。こういったことを抑

えるという関係で、所得限度額のほうもあわせて改正が行われたということでございま

すので、御理解をいただきたいと思います。 

   それから、滞納者の人数の関係につきましてでございますが、ちょっと人数の数字を
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持っておりませんが、平成２３年度の１１月末現在の幸田町におけます収納率につきま

しては、９７.４６％ということでございます。また、過年度分につきましては９０.７

２％、滞納繰越分が４８.７８％といったような状況でございます。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山君。 

○13番（丸山千代子君） ですから、悪質滞納ということでペナルティーがかけられるわけ

でありますけれども、払いたくても払えないという方たちがこうした滞納を生み出して

くるわけでありますので、そうした点から、幸田町におきましては、ペナルティーのあ

るお年寄りがあるかと、滞納者があるかということでありますが、そうした把握はされ

ておりますでしょうか。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） ペナルティーの関係についての、今、該当ということは聞

いておりません。 

   ただ、滞納者の関係については、平成２２年度が９７.６９％でございましたので、

０.２３％ほど減っておるということにもなってくるかと思いますが、その年どしの状

況ということも当然あるわけでございます。先ほどの国保の例ではございませんけれど

も、やはり状況を把握しながら、そういった方々への対応ということは考えていく必要

があるということは思っておりますが、現時点では、そういった状況把握にとどまって

おるということでございます。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山君。 

○13番（丸山千代子君） 保険証を取り上げられれば、当然、医療機関にかかったときには、

１０割支払わなければならないわけでありまして、我慢に我慢を重ねて駆け込んだら、

もう手おくれだったと、そういうことにならないように、やはり金の切れ目が命の切れ

目にならない、そうした対応を自治体がきちっと把握をしながらやっていくべきだとい

うふうに思いますので、把握をしていないという実態ではなくて、やはりその辺はきち

っと把握をしながら対応していっていただきたいというふうに思います。特に、今回の

大幅引き上げによって滞納者が予想されるわけでありますので、その辺の対応をきちっ

としていただきたい。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） そのように努力をしていきたいと思っております。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山千代子君の質疑は終わりました。 

   ここで、途中ではありますが、１０分間の休憩といたします。 

                             休憩 午前 ９時４５分 

─────────────── 

                             再開 午前 ９時５４分 

○議長（池田久男君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

   次に、第２４号議案の質疑を行います。 

   １４番、伊藤宗次君の質疑を許します。 

   １４番、伊藤宗次君。 

○14番（伊藤宗次君） 新年度から、介護保険３年に一遍の見直しを含めて、５期目に入っ
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てきます。４期目から５期目に当たって、どういうことで制度的に大きな変わりがあっ

たか。それは、国がもう施設整備をするのは嫌だと。施設整備するのは金がかかってし

ょうがないし、嫌だから、みんな在宅介護だということで、どんどん施設から、今、待

機者がわんさとおるわけでしょう。待機者はどんどんふえ続けながら、施設はふやさな

い。ふやさなかったら、どこがやるのかと言ったら、みんな家庭のほうへ、在宅介護、

在宅介護と言って押し込んでいくわけだ。 

   在宅のほうに押し込んで、じゃあ在宅に切りかわったことによって、サービスメニュ

ーがこれだけたくさんふやしましたと。充実しておりますから、施設に頼らず在宅で支

援をしますのでと言って、その支援メニューはどうなのか。 

   使い勝手が悪くて、時間は短縮される。今まで３０分でやられていた生活の関係が、

今、１５分だわ。あれやっちゃいかん、これやっちゃいかん、やらずべからずのメニュ

ーをやっておいて、まさに顔を出したよと、はい元気でね、また来るでねと、こういう

のが５期目のサービス内容ですよ。そういうふうに、どんどんどんどん切り刻んでいく。

切り刻んでいくときに、行政なり国はさらなるペナルティーをかけてきたわけでしょう。 

   この予算でいきますと、国庫支出金で介護給付負担金が１,０００万円、２億３,７０

０万円から２億２,７００万円に１,０００万円減額をされております。多分これだろう

というふうに思いますが、十分な説明がなかったものですから、もし違えば、また違う

方向でお話をさせていただきますが、まずこの国庫支出金の中の介護給付負担金が１,

０００万円減額になったというのは、４期目から５期目、そして施設サービスから在宅

介護へと、こういう施設追い出し、在宅負担と、こういう仕組みの中でこれが減額され

てきた要素というのは、要因というのは、どこにありますか。 

○議長（池田久男君） 答弁を求めます。 

   健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 基本的には、介護給付というものが年々増加しておるのは、

先ほど議員からの御指摘もあるとおりでございまして、そういった中で、国のほうの財

政需要、こういったようなことも加味されながら、そしてその部分を地方なり、また保

険料なり、こういったものの中で賄うような形の中でとられた措置ではなかろうかとい

うふうに理解をしております。 

○議長（池田久男君） １４番、伊藤君。 

○14番（伊藤宗次君） そうした中で、この５期目に当たって制度的に負担の変更がされた

ものがございますよね。それまでは、全額国庫負担でありました処遇改善交付金が、こ

こでいきますと支払基金交付金という形になってくると思うんですが、介護給付負担金

ということで、６,２１１万３,０００円減ということですが、これは国のそうした制度

改正、その制度改正というのは、まさに毒まんじゅうですが、その制度改正に対応する

内容になっているのかどうなのか、答弁がいただきたい。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 処遇改善交付金の関係につきましては、前回の第４期の報

酬改善のときにおきましては、こういったものが投入をされまして、保険料の抑制とい

うものに図られたというようなことは聞いております。 
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   ただ、今回につきましては、東日本大震災など、こういった影響などもありまして、

そういった措置もなく、保険料を御負担をせざるを得ないというような状況にもなって

きておるというふうなこともあろうかと思います。そうしたことが一つの要因ではなか

ろうかなということも思っておるところであります。 

○議長（池田久男君） １４番、伊藤君。 

○14番（伊藤宗次君） つまり、今まで全額で国が措置をしてきた処遇改善交付金、これを

都道府県、市町村が分け分けしてしまえという形で、その負担を押しつけてきた。この

処遇改善交付金というのは、介護事業所に加算をされる介護報酬の財源。その財源は何

かと言ったら、保険料と利用料です。それは、国と地方が公費で賄うよということです

が、交付金を廃止をして介護報酬の加算で手当をすれば、どうなっていくのか。予算で

いきますと、なかなか見えにくいわけですし、あなた方も十分なその説明はされていな

い。 

   したがって、先ほど申し上げたように、国庫支出金の１,０００万円の減、支払交付

金の６,２００万円余り減、この内容について、全額、今まで国が措置をしてきた処遇

改善交付金が都道府県に、市町村に押しつけられてきた。それは予算上、どういう反映

をしておりますかということが、私が質問をする内容であります。答弁いただきたい。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） そういった交付金などがなくなってきたというような状況

の中で、やはりそれと合わせて介護報酬の見直しとか、そういったものもなされてきて

おるところでございまして、そうした部分について、いろんな部分が見直されてきた。

そうした介護報酬などの引き上げなどによりまして、それをそこの中に取り込んだとい

ったようなお話も一部お聞きするところもございます。 

   ですから、そうした部分でカバーはされておるかなというところもあるわけですけれ

ども、御指摘のように、やはりそういった部分が市町村のほうに、そういった県なり、

また町のほうに負担を求められてきておる部分はあろうかということは思っております。 

○議長（池田久男君） １４番、伊藤君。 

○14番（伊藤宗次君） この議会の中でも、５期目の３年間の介護保険料の料率が、今、議

会にかけられて、審議が済み、今度から委員会の質疑に入ってくるわけですが、先ほど

申し上げたように、処遇改善の関係は、今まで国は１,９００億円全額措置をしてきた

わけですよ。それを国がちびっと持って、あと都道府県と市町村に押しつけてきたのが

１,４００億円、つまり１,９００億円国が負担しておったものをわずか５００億円にし

ておいて、あと足らずまいの１,４００億円は都道府県と市町村に押しつけてきた。押

しつけてきたものが、少なくともこの幸田町に限っていけば、介護保険料の中には私は

加味されていないなと、善意に解釈すればよ、必ずしもあなたの答弁でいくと、そんな

こと言われるとありがたいけれども、下手に言うと、後で落とし穴に入っちゃうなと思

って警戒しとるかどうかはともかくとしまして、現実にこの議会で議決がされれば、２

４年・２５年・２６年の３年間は、月額保険料、年額保険料は、固定をするわけだ。 

   固定をしたときに、こういう制度改悪が、国が手を引く、市町村、都道府県に１,５

００億円負担を押しつける。どこが逃げ道かと言ったら、あと準備基金しかねえわけだ。
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あるいは、準備基金を使わんでも、一般会計からこれは繰り入れができるはずなんだ。

そういう道しかないはずなんですよね。そういう状況は、予算を編成する段階で、ある

いは制度が今、民主党政権、混迷を深めたもんだ。ころころころころ制度が変わってく

るわけだ。変わってきた中でも、対応するような対処をされておるかどうかという点で、

再度、答弁がいただきたい。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 確かに、保険料は、この３年間の期間内におきましては、

今回お示しをさせていただいております保険料額をもとに御負担をお願いするというこ

とでございます。 

   さきの質疑の中にもございましたけれども、まだまだ施設の問題ですとか、いろんな

そういったまだほかの要素もあるわけでございまして、そういったものの部分というの

は、それと新たな制度、総合事業を取り入れるにしても、ほかの市町村もそうですけれ

ども、そういった制度を今直ちにということはできない状況でございます。そうしたも

のの中で、具体的にどういったものを取り組むのか、新たなものを取り組んだ場合には、

経費がまたそこに必要になってくるわけですが、そうした経費というものが今後も出て

くることは予想されるところでもございます。 

   そうした経費を充てるということになれば、やはり今御指摘のように、準備基金を充

てざるを得ない、場合によっては繰り入れしかないというふうなことになるわけでござ

います。その選択ということは、仰せのとおりでございます。私どもとしては、そうい

った意味で、基金の活用を念頭に考えていきたいというふうに考えております。 

○議長（池田久男君） １４番、伊藤君。 

○14番（伊藤宗次君） 本来的には、私も口を滑らしたもんで、すくっとのったが、基金で

対応すべき内容じゃないです。本来は、基金は別な関係でやっていくべきだ。一般会計

から繰り入れをすべきだ。基金というものは、本来的に、制度が変わったから、準備基

金で対応するということじゃなくて、制度を変えたのは国の責任。国の責任というのは、

町、自治体もついて回ってくる。ついて回ってきたときに、貯金を取り崩すんじゃなく

て、自分から含めて、一般会計から繰り入れて、今の国政が悪いと。まさに、お説のと

おりだと。だけれども、介護保険の加入者に負担かけずという点からいけば、いわゆる

制度改悪に伴う財政負担は一般会計で措置をすべき、基金で措置をすべきではないと。

基金は、あなた方があこぎなとは言いませんが、過酷な保険料を取って、３年間の計画

だったけれども、計画の見込み違いがあって基金でため込んじゃったと。言ってみれは、

その基金はだれに対して返すのかと言ったら、加入者に対して返さないかん。制度改悪

の問題は、加入者の問題じゃない。上げて政策、そういうものの責任だということだけ

念頭に置いていただきたい。基金に手をつけちゃいかんということを申し上げて、次に、

介護事業者の不正請求の関係であります。 

   この関係は、２月１４日の文教福祉協議会の資料にも、協議事項にも載っております。

介護事業者というのは豊岡会と。豊岡会が県下、この辺の近隣を含めて不正請求をやり、

幸田町の被害額は約１,０５０万円、１,０４９万５,４３５円ということですが、言っ

てみれば１,０５０万円。この１,０５０万円を１５年間かかって相手方に支払わせる。
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１５年間は何でだと言ったら、被害額が大き過ぎると。悪徳商法がばれちゃって、ばれ

もとだという形ですが、幸田町も過去にはシルバーネットが幸田町に介護請求をやって、

その不正請求がばれて、私の記憶でいけば、３００万円、シルバーネットが不正請求し

たと。これは、介護保険が制度を発足して間もない時期に起きた不祥事ですよね。 

   そのときは、被害の関係も、どこまで及んだか、及んだとしても、事業者の守備範囲

は、その当時は幸田と岡崎と、今は随分西三河にも広がっておりますし、東三河にもあ

ります。しかし、その当時は事業のウイングはそれほど広くなかったということで、単

年度で３００万円が返還されたと。今回は１,０５０万円と、対応する自治体も数が多

いという中で、債権をどう保障していくのか。 

   債権をどう保障するのかという点でいきますと、文福の資料でいきますと、担保を打

つと。相手方の資産・財産を含めて、担保を設定すると。いわゆる抵当設定するという

ことですが、この事業者が、幸田町を含めた自治体に対する介護請求だけであるのか。

ほかの事案として、ほかにかかわる事業者にも債務を負うようなことを、債権を取られ

るようなことがあったときに、担保を打ったらからいいですよと、抵当権を打ったらか

らいいですよというわけにはいかんわけなんだ。今お尋ねするのは、抵当権設定をしま

すと。その抵当権設定は第何位になりますか、順位は。 

   本来なら、根抵当を打てばいい。１５年からあるから、１５年の根抵当を打たんこと

には、全部引っこ抜かれちゃう。まだほかにも対応する債権者がわんさとおったときに、

担保を打ってあるから大丈夫ですよと言ったら、後、落ち穂を拾っただけだと。そうい

うぬかりをやるのは、行政はそういうことは意外にずぼらなんだ。抵当権を打ってあり

ますわと言って保全されたようなイメージを持つけれども、第何位の担保ですか。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 返済に係る担保の関係につきましては、豊岡会、またこの

豊岡会に関連をする企業の所有する資産に対しまして、抵当権を関係市町村が一括をし

て設定をいたしております。大変申しわけないですが、その順位がどれだけだというこ

とについては、ちょっと申しわけありません、承知をいたしておりません。 

○議長（池田久男君） １４番、伊藤君。 

○14番（伊藤宗次君） まさに、親方日の丸、役人根性だな。形だけおさめて、第何位かど

うかわからんというのは、総額で１５億４００万円、これだけ豊岡会に債権が生じてい

る。一括返済せよと言ったら、相手がつぶれちゃう、解散しちゃうから、それを思いや

ってやる。それは、別に殺すことが意味をなさんわけなんで。 

   そうしたときに、担保をきちっと保全をするために抵当を打ちましたよと。それは順

序だったやり方だ。その抵当が第何位の抵当なのか。１５年間、１５億４００万円とい

う債権の押さえという点からいけば、私は根抵当を打ってきちっとするというのがまず

第１、そして順位がどの程度かということぐらいわかっておらないと、後は全部あなた

任せ、岡崎が陣頭指揮とっとるかどうかは知りません。知りませんけれども、それはあ

なた方はまさに親方日の丸、役人根性と、こういうことに尽きるんじゃないの。 

   相手を思いやるのは間違ってへんけれども、町民に思いやりよりも、豊岡会という不

正を働いた介護事業者には、まさに町民をはるかにしのぐ思いやりを持って、取れるか
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取れんかわからんけれども、一応格好をつけて抵当権を設定をいたしましたと、こうい

うことなんだ。そこら辺は、幸田町がそうしましたというわけにはいかんわけだな。そ

れぞれ協議をしてきた内容が、今、出ておる。 

   そうしたときに、債権が間違いなくきちっと押さえられるかどうかという点を含めて、

私は保障すべきだと。銀行の関係から言ったら、もう押さえられておるんですよ、ほか

の債権のほうは。何を押さえるんだと。資産を押さえると言ったって、資産の押さえ方

も、３位だ、４位だ、５位だと言ったら、落ち穂を拾うだけだ。落ち穂も拾えんかもし

れん。だけれども、あなた方は大義名分が立つわけだ。担保設定いたしましたと、空っ

ぽでしたと、空くじでしたと、当たり外れがあるのが担保の設定の仕方だなんて、そん

なばかなことを言っとっちゃいかんわけなんで、そうした点では、不正請求に対して、

相手方の不正に対してきちっとした対処と、取りっぱぐれのないような手だてはどうさ

れるのか。今後、相関係する自治体と粗利を含めて取りっぱぐれがないように、自分た

ちは大義名分は立てて、抵当権だけ設定してありますわ、後は万々歳ですわというわけ

にはいかんよ。どうされる。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 他の今回の不正請求に係る部分以外にどれだけの担保なり

が設定されておるかどうか、こういったことについて、ちょっと私、先ほど申しました

ように、承知をいたしておりません。 

   ただ、抵当権につきましては、一括して各市町村、今回の影響のあった市町村が一丸

となって抵当権を設定していくといったような状況でございますので、その配分という

ものがどういう形になるかちょっとわかりませんけれども、もしそういった債務返済が

滞ったというようなことになれば、そういった中でまた協議がなされ、弁済がされてい

くというふうに考えておるところでございます。 

   今後の問題につきましては、今回、こういったような大きな、昔でいきますとユニシ

スだったですか、そういったような介護保険にかかわる大きなそういったものがあった

わけでございますが、今回、また非常に大きなこういった問題が発生したということで

ございます。 

   昨日でしたか、県のほうといたしましても新聞に載っておりましたが、こういったこ

とがないように、今後、また実地指導につきましてもさらに強化をしていくといったよ

うな発言もなされておるところでもございます。 

   こういったことを、今後もまた担当者による会議ということも随時開催をしていくわ

けでございますけれども、そういった中でも、今おっしゃられるようなことも必要に応

じて述べてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（池田久男君） １４番、伊藤宗次君の質疑は終わりました。 

   次に、１３番、丸山千代子君の質疑を許します。 

   １３番、丸山千代子君。 

○13番（丸山千代子君） 社会保障・税一体改革でありますが、これは介護サービスの削減

と負担増も打ち出してまいりました。この第５期の介護保険事業計画では具体的にしな

かったものの、幸田町におきましては、国においては施設介護から在宅へと取り組みが
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移行してきて、一層強められようとしているものであります。 

   そこでお聞きをするわけでありますけれども、この予算に対して、前年度予算で言え

ば、保険給付費が減少してきております。そういう中で、地域支援事業費はふえてきて

いるわけでありますが、これはその一つのあらわれになるのかということでありますが、

お聞きしたいと思います。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 地域支援事業の予算との関係でございますけれども、さま

ざまなサービスというものが必要な部分が増加をいたしております。直接、今の一体改

革との関係ということではございませんけれども、そういった需要に対する考え方の中

で、そういった予算配分をさせていただいたということでございます。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山君。 

○13番（丸山千代子君） この国の指導で施設介護からそして在宅へとの、この切りかえで、

施設の入所率、これを５年間にわたって減少させなさいと、こういうようなのがありま

したね。その幸田町においては、今現在、どれだけ入所して、それをこの何年度にはど

れだけにしなさいという、こういう目標値も示されているわけですが、現在、それがど

うなるのかということであります。 

   特に、この一体改革の中では、この関係がどうなっていくのかということであります。

これが達成させられなければ、またペナルティーがかけられると、こういうような仕組

みにもなっているわけでありまして、第５期との関連性についてお尋ねしたいと思いま

す。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 施設介護から在宅介護へといったような、今、国の方針と

いうのがあるのは事実でございます。介護を要する状態になりましても、できる限り自

宅で自立をした日常生活が営めるようなことを思われるのは、だれしも同じだと思いま

す。そういった意味で、在宅の介護を希望される方も非常に多いということはあります。 

   ただ、そうかと言って、やはりそれぞれの家庭の事情ですとか、その状態によりまし

ては、施設への入所ということが求められる、そういったことになるわけでございます。

御案内のとおり、本町の、昨年の新聞記事にもありますように、９０名ぐらいの施設特

養のほうの待機者がおるというふうな新聞報道もなされておるところでございます。 

   県におきましても、特養のほうの待機者が多いという、こういった状況を見まして、

施設利用の増加を計画に盛り込むよう指導もなされてきておるところでございまして、

私どもとしては、そういった意味で施設介護という部分もバランスをとりながらこの計

画に反映してきたということでございますので、御理解をお願いしたいと思います。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山君。 

○13番（丸山千代子君） 西三河南部地域の中では、名古屋市に次いで待機者が多い地域と

いうことで、今回の第５期の計画の中に幸田町としても特別養護老人ホームの増設とい

うことを盛り込まれました。それが３年間の間で実現になるかどうかわかりませんけれ

ども、しかしながら計画の中に反映されたということは、私は一つの評価するものであ

りますが、しかしながら国のほうにおいては、前の担当者も言っていましたけれども、
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実際、入所、国の目標値と幸田町の現実の入所者数と兼ね合わせた場合は、なかなか難

しいと、むげにそういうことはできないということを説明の中でも言っていたわけであ

りますけれども、それが一つの特養の増設という形であらわれたかというふうに思うわ

けであります。 

   しかしながら、国においては、施設介護から在宅へというのが方向であります。その

在宅も、ホームヘルプサービスにおいては１５分の短縮などが言われてくる中で、非常

に不十分な体制の中で在宅介護が実施をされようとしているわけであります。しかも、

これは地域によって、その在宅介護が十分か不十分か、いろいろあるわけであります。 

   そういう中で、２４時間体制の介護も、これは幸田町においては実施ができない状況

にあるわけでありますので、そうした点からしても、やはりだれしもが施設介護という

ことを望んでいくのは当たり前ではなかろうかというふうに思います。しかしながら、

この国のペナルティーが科せられる目標率との関連性は、どうこの中に反映をされたか、

その点について伺いたいと思います。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） この第５期の計画の中におきましても、今、議員がおっし

ゃられますように、基本的には私どもとしては第４期を継承してきておるわけでござい

まして、そういった中に新たな取り組みということで、日常生活支援総合事業ですとか、

今申されましたような２４時間の訪問介護、また夜間巡回型の訪問介護、いろいろなも

のが示されてきておるわけでございます。 

   そうした中で、本町に限らず、ほかの市町におきましても、この制度にやはり取り組

んでいただける事業者の問題ですとか、そういった基盤というものが整っていないとい

う状況でございますので、そうしたものが取り組めないというのが実態でございます。

国のほうから確かにそういった部分での施設介護から在宅介護へとの移行は示されてお

りますが、現実問題として今取り組めないのが実態というのが明らかなところでござい

ます。私どもとしても、ただ手をこまねいているわけにはいきませんので、そういった

ものの中でどういったものが取り組めるかということは担当としては考えていかなけれ

ばならないわけでございますけれども、実態として、今、そういった意味から、この第

５期の中に当初からこういったものの取り組みというものが計画の中に盛り込めなかっ

たということでございますので、そういった状況にあるということだけ御理解いただき

たいと思います。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山君。 

○13番（丸山千代子君） 介護保険料は８.６％の引き上げということで、予算も組まれて

おります。一方、歳出のほうでは、保険給付費が６,６００万円も減少をしている。一

方、その中で、地域支援事業費は１,３００万円の増ということでありますけれども、

この予算組みについての説明がいただきたい。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 収入の関係につきましては、やはり高齢者の方々の高齢者

人口の増加、こういったものが今後も、要介護者の増加ということも出てこようかと思

います。そうした部分での、またそれから保険料の関係の今回の見直しによります収入
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というものを見込みをさせていただいたということでございます。 

   また、そして歳出の関係につきましては、やはり私どもとしては、そういった施設介

護ですとか、それから地域における今の既存の制度の充実、こういったものはどういっ

たものが取り組めるかというようなことも探りながら進めていく必要があろうというこ

とでの部分を見込ませていただいた。場合によっては、先ほど特養ということも申し上

げましたけれども、認知症関係のグループホームとか、そういったような施設の整備と

いうことも必要になってこようかと思います。いろんな部分があろうかと思いますので、

そういった部分を加味しながら予算立てをさせていただいたということでございます。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山君。 

○13番（丸山千代子君） 介護保険料が引き上がった分だけ国庫支出金が削減をされている

わけですよね、歳入を見ますと。この要因というのはどうなのかということであります。 

   本来、だんだん高齢者がふえてきて、介護保険を必要とする人がふえてくるわけであ

りますので、保険給付費が増大すれば、当然、これは保険料に反映をするということで

あります。しかしながら、今予算で言えば、国庫支出金が減少した分が今度は介護保険

料のアップということで賄われているということでありますが、この国の支出金の減っ

た要因というのも明らかにしていただきたい。 

○議長（池田久男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（杉浦 護君） 今回の関係につきましては、先ほど伊藤議員の関係にもち

ょっと関連をするかもしれませんけれども、前回の第４期の介護報酬の改定の際には、

介護職員の確保するための３％の引き上げが行われたところでもございます。４０歳以

上の被保険者の負担する保険料の上昇分、先ほど出ておりましたような処遇改善ですと

か、そういったような経費の関係につきまして、一定の金額が投入をされ、抑制をされ

たわけでございます。 

   また、前回につきましては、介護処遇改善交付金につきましては、税金で賄われたと

いったようなことでございまして、それによって引き上げが抑制されたというような部

分もあろうかと思います。また、それから国のほうの財政需要という部分もあろうかと

思います。 

   いずれにいたしましても、そういった部分のさまざまな要因はあろうかと思いますが、

そういったものが反映されてきておるというふうに理解をしておるところでございます

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山君。 

○13番（丸山千代子君） 詳しくは予算特別委員会に回しますけれども、しかしながら今回、

地域支援事業費を充実をされる一方、保険給付費の削減で施設介護から在宅への取り組

みが強化されてくる、この予算であることには間違いないではなかろうかなというふう

に推測されるわけでありますけれども、それはこの歳出のほうの中身を見てみなければ

きちっとはわかりませんけれども、しかしながらこの第５期の１年目に当たります今予

算につきましては、非常に高齢者の負担が引き上げられた。その一方では、安心して介

護が受けられるような体制になってきているかと言うと、そうではないような気もする

わけでありますので、やはり高齢者が安心して介護が受けられる体制にしていく、その
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手だてで取り組んでいただきたいということをお願いする次第でありますが、その点に

ついてもまた予算特別委員会に回したいと思います。 

○議長（池田久男君） １３番、丸山千代子君の質疑は終わりました。 

   以上で、第２４号議案の質疑を打ち切ります。 

   次に、第２５号議案の質疑を行います。 

   本件は、通告なしであります。 

   以上で、第２５号議案の質疑を打ち切ります。 

   次に、第２６号議案の質疑を行います。 

   本件は、通告なしであります。 

   以上で、第２６号議案の質疑を打ち切ります。 

   次に、第２７号議案の質疑を行います。 

   １５番、大嶽 弘君の質疑を許します。 

   １５番、大嶽 弘君。 

○15番（大嶽 弘君） 下水道事業会計と、それから農業集落排水の関係でお尋ねしたいん

ですが、予算書を見ますと、利用者の負担金とか使用料とか、この部分、要は、地元の

人が負担するものでありますが、これが歳入全体に占める割合というものを見てみます

と、下水道の場合、２４年度が３３.９％、前年度が２３.６％と、極端に数値が異なっ

ています。それから、農業集落排水についても、２０数％で低いわけでありますが、要

は、市街化区域に住んでいる人と調整区域に住んでいる人と同じような、道路１本隔て

て生活をしているような状況で、どうしてこういうふうな数値の異なりが出てくるのか、

これが制度上のものなのか、国が決めたのか、それともそういうもののバランスという

ものを町単独で決めることができていくのか、そのあたりの考え方と状況がよくわかり

ませんでしたので、ここに質問をいたします。基本的な考え方を説明していただければ

理解できると思います。よろしくお願いします。 

○議長（池田久男君） 建設部長。 

○建設部長（鈴木富雄君） 下水道事業の利用者負担金ということですが、これは公共下水

道では下水道事業受益者負担金、集落排水事業では受益者分担金ということでございま

すが、まず下水道の受益者負担金については、下水道事業区域内の受益者の方に下水道

管渠整備に要する費用の一部を負担していただきます。そして、供用開始一、二年前に

賦課するということで、１回限りのものでございます。算出方法については、土地面積

に対して市街化区域は３５０円、平方メートル当たりですね。それから、市街化調整区

域は４００円を乗じた額ということでございます。 

   それと、集落排水事業の受益者分担金については、１３地区の建設当時にそれぞれ分

担金の計算をしていますが、現在、１３地区がすべて完了していますので、今回、予算

に計上するものについては、新たに公共汚水ます、例えば分家の方が市街化調整区域に

新たに建築される場合の公共汚水ますとか、そこへ接続する管渠、そういうものに関す

る費用に対して納めていただくということで、算出方法としましては、それぞれの地区

分担金額というのが各地区にございまして、それに公共汚水ます等の設置費用の８％を

加算した額であるということでございます。 
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   それで、収入全体の中に占める利用者負担割合というんですか、受益者負担金と使用

料の状況についてでございますが、あくまでも受益者負担金と使用料の合計額の割合に

ついて、下水と集落排水事業では財源項目がまず異なります。 

   例えば、予算書を見ていただくとおわかりになると思うんですが、公共下水道などに

は国庫補助金として計上してあり、集落排水にはないという点、それから受益者負担金

の算定方法が、先ほど説明しましたような内容で、異なる。それから、使用料の接続戸

数も、市街化区域と調整区域では随分異なります。それから、工事の実施状況が、集落

排水のほうはほぼ建設が終わって、現在、維持管理事業ということで、そんなに建設費

用がかからないということにおいて、そういうもので、実際、下水道事業と集落排水事

業のそういう受益者負担金と使用料の合計を比較するということはなかなか困難という

ふうに考えていますので、したがいまして下水道事業のほうが高いということは判断で

きません。 

   ただし、平成２４年度の下水道事業において、前年度予算との比較ということでは、

負担金と使用料の割合がふえたという理由につきましては、下水道工事が随分縮小され

ています。それと、国庫補助金も大幅に減っているということ、それから負担金の賦課

区域が、今回若干、駅前も含めてふえたということで、この受益者負担金は常時、毎年

賦課区域があれば追加をしますけれども、今回、駅前の分が昨年よりはふえたというこ

とと、使用料の増額によって全体的には割合がふえたということは言える状況にありま

す。 

○議長（池田久男君） １５番、大嶽 弘君の質疑は終わりました。 

   以上で、第２７号議案の質疑を打ち切ります。 

   次に、第２８号議案の質疑を行います。 

   本件は、通告なしであります。 

   以上で、第２８号議案の質疑を打ち切ります。 

   これをもって質疑を終結いたします。 

   ここで、委員会付託についてお諮りいたします。 

   ただいま一括議題となっております第１号議案から第１２号議案の１２件は、会議規

則第３９条の規定により、お手元に印刷配付の議案付託表のとおり、それぞれ所管の常

任委員会に付託いたします。 

   各常任委員長は、ただいま付託いたしました議案の審議結果を３月２３日までに取り

まとめ、３月２６日の本会議で報告をお願いいたします。 

   委員会の会議場は、お手元に印刷配付のとおりでありますので、よろしくお願いいた

します。 

──────────────○─────────────── 

  日程第３ 

○議長（池田久男君） 日程第３、予算特別委員会の設置についてお諮りいたします。 

   ただいま議題となっております第２０号議案から第２８号議案までの９件は、内容も

多岐にわたりますので、慎重審議を期するため予算特別委員会を設置し、これに付託し、

委員の定数は議長を除く１５名といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者多数） 

○議長（池田久男君） 御異議なしと認めます。 

   よって、平成２４年度当初予算の９件は、議員１５名を予算特別委員に選任し、付託

することに決定いたしました。 

   ただいま設置された予算特別委員会は、委員会条例第９条の規定により、委員長の互

選をお願いいたします。 

   委員長の互選は、３月１２日午前９時より議場においてお願いいたします。 

   なお、委員長の互選に関する職務は、委員会条例第９条第２項の規定により、年長議

員である１２番、内田 等君にお願いいたします。 

   審議の結果は、３月２３日までに取りまとめ、３月２６日の本会議で報告を願います。 

   以上をもって、本日の日程は終わりました。 

   本日は、これにて散会いたします。 

   次回は、３月２６日月曜日午前９時から会議を再開しますので、よろしくお願いしま

す。 

   長時間、御苦労さまでした。 

                             散会 午前１０時３７分 
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